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３ 本指針の対象及び枠組み 

 

◆公共施設整備指針の枠組みと対象◆ 

◆都市基盤施設等ごとの指針 
 ○現状課題の把握及び整備方針、具体的

な対応の整理 
・道路施設   ・河  川 

・港湾施設   ・公  園 

・工 作 物 

◇二見港周辺エリア    ◇扇浦周辺エリア 

◇洲崎周辺エリア     ◇小曲・北袋沢周辺エリア 

◇沖港周辺エリア（母島） 

◆基本方針◆ ◆視点◆ 

◆エリア別の景観形成方針◆ 

◆公共施設整備指針の考え方◆ 

Ⅱ：眺望に対応した景観づくり ３）地となる自然景観にとけ込ませる 

４）こぢんまりとした佇まいを守る 

Ⅲ：小笠原の振興に資する景観づくり ５）居心地の良い空間をつくる 

６）観光地としてのもてなし空間をつく

る

Ⅳ：小笠原の穏やかな時の流れを感じる
景観づくり 

７）小笠原らしさを演出する 

８）風土になじんだ独自のデザインを確

立する 

◆建築物の共通指針 
○建築物全般に共通する現状課題の把握及

び整備方針、具体的な対応の整理 

 

◆その他施設ごとの指針 
 ○現状課題の把握及び整備方針、具体

的な対応の整理 
・安全施設（柵・ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ/照明器具） 

・サイン類  ・駐車ｽﾍﾟｰｽ・駐輪ｽﾍﾟｰｽ 

◆エリア別の重点配慮事項 
○エリアごとの景観特性や現状課題

に応じて、重点的に配慮するべき事

項の整理 

Ⅰ：自然環境と共生した景観づくり １）小笠原の気候条件に適したつくり方

とする 

２）動植物の生態系に配慮したつくり方

とする 

◆色彩リスト及び推奨樹種リスト 




